
国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

2 0 2 1 年

荒川区西日暮里2- 5 5 - 1

国鉄労組東京地方本部

発行責任者　鎌田博一

編集責任者　地口明世

No.1859

1 1 月 11 日
松田新執行委員長を選出し大会を終える
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思
想
攻
撃
に
対
抗
し
、
労
働
者
と
し
て
の
物
の

見
方
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
労
働
委
員

会
・
社
員
代
表
選
挙
を
生
か
し
労
働
組
合
の
重

要
性
を
若
い
人
た
ち
に
訴
え
「
組
織
強
化
・
拡

大
を
目
指
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

次
に
上
部
機
関
を
代
表
し
て
国
労
東
京
地
本

の
佐
藤
副
委
員
長
か
ら
、
今
後
の
国
労
運
動
の

考
え
方
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
来
賓
の
方
々
に
つ

い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
の
観
点
か

ら
、
出
席
を
控
え
て
い
た
だ
い
た
。
続
い
て
多

く
の
共
闘
や
政
党
・
団
体
、
並
び
に
国
労
の
各

級
機
関
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
鈴
木
書
記
長
か
ら
２
０
２
０
年

度
の
経
過
報
告
及
び
２
０
２
１
年
度
運
動
方

針
（
案
）
の
提
起
が
あ
り
、
１
２
名
の
代
議
員

例
年
、
年
明
け
１
月
年
頭
に
行
っ
て
い
る
皇

居
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
が
、
感
染
再
燃
の
恐
れ
も

あ
り
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
宮
内
庁
の
認
可
手
続
き
が
現
在

も
停
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
会
を
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
た
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
お
か
け
致
し

ま
す
が
昨
年
に
続
き
大
会
開
催
は
困
難
と
判
断
し

中
止
と
し
ま
す
。

１
０
月
内
外
の
動
き　

１
０
月
１
日

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
闘
争
団「
高
裁
勝
利
・
解
雇
撤
回
・

原
職
復
帰
」・
銀
座
デ
モ

１
０
月
４
日

「
政
治
を
変
え
よ
う
！
総
選
挙
勝
利
！
一
〇・四

臨
時
国
会
開
会
日
行
動
」

１
０
月
５
日

朝
６
時
頃
よ
り
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
運
営
す
る

ス
イ
カ
・
パ
ス
モ
の
シ
ス
テ
ム
障
害
が
発
生
。

１
０
月
７
日　

首
都
圏
震
度
５
の
地
震
、
２
２
時
４
１
分
千
葉
県

北
西
部
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
首
都
圏

の
交
通
網
は
マ
ヒ
し
翌
６
日
に
わ
た
り
、
遅
延
・

  

運
休
が
発
生
。

１
０
月
１
０
日

１
２
時
５
０
分
蕨
変
電
所
で
火
災
が
発
生
、
原
因

は
変
電
所
内
部
の
変
圧
器
設
備
で
、
鉄
道
設
備
で

は
な
い
と
さ
れ
る
も
、大
幅
な
、遅
延
と
運
休
が
発
生
。

１
０
月
１
４
日

岸
田
内
閣
は
発
足
１
０
日
、
戦
後
最
短
で
の
解
散
を

  

宣
言
。こ
れ
に
よ
り
１
９
日
告
示
、３
１
日
投
票
と
な
る
。

１
０
月
１
５
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
対
し
「
年
末
手
当
」

に
つ
い
て
要
求
申
し
入
れ
を
行
う
。

１
０
月
１
９
日

「
政
治
を
変
え
よ
う
！
総
選
挙
勝
利
！
」　　
　
　

１
０・１
９
国
会
議
員
会
館
前
行
動

１
０
月
２
３
日

第
２
６
回
神
奈
川
地
区
本
部
定
期
大
会

第
２
２
回
大
宮
地
区
本
部
定
期
大
会

１
０
月
２
３・２
４
日

渋
谷
駅・山
手
線
内
回
り
線
路
切
換（
ホ
ー
ム
拡
幅
）

工
事
を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
発
足
後
、
過
去
最
長
の

約
５
２
時
間
に
及
ぶ
大
規
模
工
事
と
な
っ
た
。

１
０
月
２
９
日

鉄
道
関
連
労
定
期
大
会

１
０
月
３
０
日

第
２
５
回
八
王
子
地
区
本
部
定
期
大
会

第
２
回
東
京
支
部
定
期
大
会

１
０
月
３
１
日

衆
議
院
議
員
選
挙
投
票
日

自
民
が
絶
対
過
半
数
２
６
１
を
獲
得
・
公
明
と
維
新
を

合
わ
せ
た
改
憲
勢
力
が
、
３
分
の
２
を
確
保
し
た
。

京
王
線
特
急
車
内
で
殺
傷
・
放
火
事
件
発
生
。

１
０
月
３
０
日
、
１
０
時
３
０
分
よ
り
、
田

町
交
通
ビ
ル
に
て
第
２
回
東
京
支
部
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　

都
内
の
新
橋
・
上
野
・
中
央
・
自
動
車
・
工

場
の
５
支
部
を
統
合
し
た
東
京
支
部
が
今
年
２
月

に
結
成
さ
れ
て
以
降
、
初
の
定
期
大
会
と
な
る
。

　

大
会
は
上
田
副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
野

佐
根
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、
活
動
が
大
き
く

制
限
さ
れ
歯
が
ゆ
い
思
い
も
し
て
い
る
が
、
今
こ

そ
「
労
働
組
合
・
国
労
」
の
存
在
を
示
す
時
と
し

て
、
労
働
条
件
改
善
・
会
社
の
合
理
化
施
策
に
対

す
る
問
題
点
を
指
摘
、
２
１
春
闘
で
は
「
定
期
昇

給
の
半
額
カ
ッ
ト
」
に
ふ
れ
、
働
く
根
本
が
変
え

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
危
機
感
を
訴
え
、
会
社
の

２
０
１
６
年
５
月
に
史
上
最
高
の
利
益
を
あ

げ
な
が
ら
、
米
国
内
で
乗
務
員
を
大
量
に
新
規
採

用
す
る
一
方
、
日
本
人
乗
務
員
１
２
名
を
不
当
に

も
解
雇
し
た
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
解
雇
争
議
は
５

年
半
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
東
京
地
裁
で
の
雇

用
継
続
請
求
棄
却
の
不
当
判
決
を
不
服
と
し
て
東

京
高
裁
で
争
わ
れ
て
き
た
控
訴
審
は
、
去
る
５
月

３
１
日
に
結
審
し
、
近
い
う
ち
に
判
決
が
言
い
渡

さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
経
営

側
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る

業
績
悪
化
を
理
由
に
昨
年
１
０
月
１
日
付
で
成
田

空
港
に
あ
る
国
内
唯
一
の
客
室
乗
務
員
の
拠
点
を

閉
鎖
し
、
再
び
約
２
５
０
人
の
解
雇
を
一
方
的
に

強
行
し
た
。
会
社
側
は
退
職
金
な
ど
一
切
明
示
も

せ
ず
、
解
雇
を
メ
ー
ル
で
通
告
す
る
な
ど
今
回
も

一
貫
し
て
不
誠
実
な
態
度
に
終
始
し
た
が
、
今
年

３
月
と
４
月
に
は
理
不
尽
な
解
雇
を
不
服
と
し
て

東
京
地
裁
に
原
告
５
２
人
と
８
３
人
が
相
次
い
で

解
雇
無
効
の
訴
訟
を
提
訴
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け

に
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
闘
争
団
の
闘
い
の
行
く
末
は
極

か
ら
は
、
職
場
の
報
告
や
組
織
拡
大
・
労
働
条
件

改
善
に
関
す
る
取
り
組
み
、
上
部
機
関
に
対
す
る

要
望
な
ど
の
発
言
が
さ
れ
た
。
執
行
部
答
弁
・
書

記
長
集
約
が
さ
れ
、
２
０
２
０
年
度
の
経
過
及
び

２
０
２
１
年
度
運
動
方
針
な
ら
び
に
決
算
・
予
算

が
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
、
野
佐
根
委
員
長
が
退
任
と
な

り
、
松
田
恭
明
氏
（
前
東
京
地
本
執
行
委
員
）
が

委
員
長
に
選
出
さ
れ
、
１
５
時
３
０
分
松
田
新
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
終
了
し
た
。

め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

国
労
は
こ
れ
ま
で
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
闘
争
団

の
要
請
を
受
け
な
が
ら
、
不
当
解
雇
撤
回
に
向
け

た
署
名
行
動
や
各
種
行
動
に
も
参
加
し
て
き
た
。

昨
年
解
雇
さ
れ
た
同
じ
日
の
１
０
月
１
日
に「
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
闘
争
団
高
裁
勝
利
・
解
雇
撤
回
・
現

職
復
帰
銀
座
デ
モ
」
に
も
参
加
を
し
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
１
６
号

が
関
東
地
方
に
接
近
し
た
が
、
デ
モ
が
始
ま
る

１
９
時
頃
に
は
雨
も
や
み
、
天
気
も
味
方
に
し
な

が
ら
、
築
地
川
銀
座
公
園
か
ら
銀
座
コ
リ
ド
ー
街

ま
で
の
「
銀
座
デ
モ
」
で
、「
解
雇
撤
回
・
高
裁

勝
利
」
を
力
強
く
訴
え
た
。



国
民
本
位
の
政
権
を

１
０･

４　

総
行
動
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１
０
月
４
日
１
２
時
よ
り
、
国
会
議
員
会
館
前

で
、「
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
」
主
催
の
「
政
治
を
変
え
よ
う
！

総
選
挙
勝
利
！
一
〇
・
四
臨
時
国
会
開
会
日
行
動
」

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
、
臨
時
国
会
が
召
集

さ
れ
、
自
民
党
の
岸
田
文
雄
総
裁
が
第
一
〇
〇
代

内
閣
総
理
大
臣
に
選
出
さ
れ
た
日
で
あ
る
。

無
為
無
策
の
コ
ロ
ナ
対
策
で
感
染
拡
大
・
医
療
崩

壊
を
招
い
た
菅
自
民
党
政
権
の
政
治
責
任
を
厳
し

く
追
及
す
る
と
と
も
に
、
苦
し
い
国
民
生
活
を
顧

み
る
こ
と
な
く
、
総
裁
選
に
埋
没
し
て
い
る
自
民

党
政
治
に
い
ち
早
く
終
止
符
を
打
と
う
と
多
く
の

市
民
が
集
ま
っ
た
。

　

集
会
で
は
、
立
憲
野
党
の
国
会
議
員
、
市
民
連

合
を
始
め
と
す
る
市
民
・
活
動
家
が
「
人
の
生
命

　

三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
は
、
国
際
反
戦
デ

ー
の
１
０
月
２
１
日
に
福
生
市
民
会
館
に
お
い

て
、「
Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地
配
備

を
許
さ
な
い
！
三
多
摩
集
会
」
を
開
催
し
、
国
労

八
王
子
地
区
本
部
の
組
合
員
を
は
じ
め
、
１
６
０

三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
は
、
１
０
月
２
日
に
第

３
３
回
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

従
来
は
６
日
間
を
か
け
て
、
三
多
摩
地
区
の
一
部
を
除

く
市
・
町
を
走
り
、
反
核
平
和
を
訴
え
な
が
ら
、
併
せ

て
各
自
治
体
へ
の
要
請
行
動
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨

年
・
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
規
模
を
縮
小
し
て
の
開

催
と
な
り
、
１
日
だ
け
で
在
日
米
軍
横
田
基
地
を
一
周

す
る
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
は
延
べ
１
５
７
人

が
参
加
、
ト
ー
チ
に
反
核
・
平
和
の
火
を
か
ざ
し
走
り

ま
し
た
。

　

福
生
市
の
福
生
公
園
を
起
・
終
点
に
１
６
．
９
ｋ
ｍ

を
６
区
間
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
三
多
摩
各
地
区
の
平
和

運
動
セ
ン
タ
ー
分
割
し
、
国
労
組
合
員
も
分
会
が
加
盟

す
る
八
王
子
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
や
、
立
川
地
区
平
和

運
動
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
参
加
で
無
事
完
走
し
ま
し
た
。

を
守
る
こ
と
こ
そ
が
政
治
だ
」「
自
公
政
権
は
多
く

の
労
働
者
・
生
活
弱
者
を
追
い
詰
め
た
」「
国
民
生

活
を
犠
牲
に
す
る
中
で
、
金
ま
み
れ
の
政
治
に
終

始
し
て
い
る
」「
本
日
発
足
す
る
岸
田
内
閣
は
、
安

倍
カ
ラ
ー
満
載
の
行
き
詰
っ
た
腐
敗
政
権
だ
」「
今

こ
そ
市
民
と
立
憲
野
党
が
固
く
腕
を
組
ん
で
自
公

政
権
を
倒
し
、
国
民
本
位
の
政
権
を
作
り
出
そ
う
」

と
次
々
と
熱
く
訴
え
た
。

人
の
仲
間
が
結
集
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
土
岐
議
長
は
「
三
多
摩
で
は
毎
年

こ
の
日
に
集
会
が
行
わ
れ
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
以
降
は

配
備
反
対
集
会
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
全
国
の
仲
間
と

手
を
繋
ぎ
、
配
備
反
対
を
続
け
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
。

　

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
・
桐
田
事
務
局
長
は
「
今

後
の
課
題
は
、
若
い
人
た
ち
に
ど
う
反
戦
・
平
和
の
運

動
を
引
き
継
い
で
い
く
か
だ
」
と
訴
え
た
。
そ
の
後
、

平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
道
田
事
務
局

長
、「
横
田
・
基
地
被
害
を
無
く
す
会
」
福
本
副
代
表
、

自
治
労
都
本
部
・
高
橋
副
執
行
委
員
長
、
小
田
急
バ
ス

労
組
・
瀬
下
執
行
委
員
、
そ
し
て
地
元
の
西
多
摩
平
和

運
動
セ
ン
タ
ー
・
岡
野
議
長
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
報
告
や

訴
え
が
さ
れ
た
。

　

集
会
の
最
後
に
田
中
副
議
長
（
国
労
八
王
子
地
区
本

部
書
記
長
）
か
ら
「
昨
夜
も
私
の
職
場
の
上
を
オ
ス
プ

レ
イ
が
飛
行
し
て
い
っ
た
。
地
元
の
闘
う
仲
間
と
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
反
対
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
閉
会
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
土
岐
議
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
集

会
は
終
了
。
そ
の
後
、
福
生
公
園
↓
横
田
基
地
第
５
ゲ

ー
ト
↓
第
２
ゲ
ー
ト
↓
福
生
駅
の
コ
ー
ス
で
デ
モ
行
進

が
行
わ
れ
、
沿
道
の
市
民
に
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
を

訴
え
た
。ト

ー
チ
の
火
を
つ
な
ぐ

反
核･

平
和
の
リ
レ
ー


